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再
掲
載 

真
人
里
地
地
内 

巡
回
バ
ス
試
行
運
転 

  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
し
た
真
人 

里
地
地
内
の
交
通
空
白
地
域
へ
の
巡
回
バ 

ス
の
運
行
を
試
行
で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

６
月
２０

日
、
７
月
４
日
、
１８

日
の 

３
回
実
施
し
た
運
行
で
の
乗
車
は
あ
り 

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

今
後
の
運
行
日 

  
  

８
月
１
日( 

金) 

○
料
金 

一
回 

二
百
円
以
上
の
寄
付
を
お
願
い

し
ま
す 

○
運
行
時
間
・
経
路 

 

下
記
を
参
照
く
だ
さ
い 

往
路 

 

①
交
流
館
で
８
時
３９
分
発 

 
 

の
バ
ス
に
接
続 

 
 

(

栗
山
・
万
年
町
内
対
象) 

 

②
藤
巻
医
院
・
交
流
館
停
車 

 

復
路 

 

①
交
流
館
・
藤
巻
医
院
発 

 

②
自
宅
付
近
で
降
車 

※
源
藤
山(

予
約
対
応
し
ま
す) 

※
試
行
期
間
は
乗
車
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
定
期
運
行
を
行
い
ま
す
。 

 

 

そ
の
後
の
予
定
に
つ
き
ま
し 

て
は
予
約
制
で
の
運
行
を
原
則 

に
検
討
し
ま
す
。
住
民
の
皆
様 

か
ら
の
ご
提
案
、
ご
意
見
が
あ 

り
ま
し
た
ら
真
人
ふ
れ
あ
い
交 

流
館
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。 

 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

℡ 

86-3
0

0
2

 

                                            

   

福
祉
会 

買 

物 

バ
ス
運
行 

８
月
8
日(

金) 
 

 集
合
時
間 

9
時
３０
分 

集
合
場
所 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

買 

物 

先 
 

マ
ル
イ
東
小
千
谷
店 

 
 

 
 

 
(

買
い
物
時
間  

約
40
分) 

 

申 

込 

み     

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

                    

℡ 

86-

3

0

0

2 

申
込
内
容 

お
名
前
、
町
内
名
、
連
絡
先 

 

(

電
話
番
号)

、
送
迎
の 

有
無 

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

利
用
料
金 

実
費
相
当
の
寄
付 

４
百
円
程
度 

以
上
で
お
願 

 

い
し
ま
す
。 

対 

象 

者 
  

真
人
里
地
地
区
住
民
を
優
先 

申
込
人
数 

 

９
名 

  

申
込
期
限 

８
月
４
日(

月) 

※
前
回
の
利
用
者
は
４
名
で
し
た
。
皆 

様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

問
合
せ
先    

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

 
 

 
 

 
 (

福
祉
会)

渡
邊
・
丸
山 

 
 

 
 

 
 

℡ 

86-

3

0

0

2 
 

温
泉
送
迎
バ
ス 

８
月
20
日(

水)

実
施 

川
口
温
泉
試
験
運
行 

  

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
温
泉
で
汗
を
流

し
、
涼
し
い
部
屋
で
寛
い
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

集
合
時
間 

9
時
40
分(

出
発) 

集
合
場
所 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

  

行
き
先 

 

川
口
温
泉 

帰
り
の
温
泉
発
時
刻 

１５
時
発 

 

 

申
込
み
期
限 

8
月
１３
日(

水) 

 

申 

込 

先 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

 

問 

合 

せ 

先  

℡
86-

3

0

0

2 

申
込
内
容 

氏
名
、
町
内
名
、
電
話
番

号
、
乗
車
場
所
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

利
用
料
金 

実
費
相
当
の
寄
付(

五
百
円
以

上
の
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
。) 

対 

象 

者 

真
人
里
地
・
芋
時
住
民
を
対
象 

申
込
人
数 

９
名(

先
着
順) 

但
し
申
込
が 

５
名
未
満
の
場
合
は
実
施
を
中
止
し
ま 

す
。
そ
の
際
は
関
係
者
に
連
絡
し
ま
す
。 

※ 

送
迎
費
用
の
ほ
か
は
各
人
の
支
払
い
と

な
り
ま
す
。 

 

大
明
神
遺
跡
発
掘 

見
学
者
募
集 

  

上
片
貝
地
内
に
あ
る
大
明
神
遺
跡
で 

大
規
模
な
発
掘
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。

縄
文
時
代
中
期(

約
４
５
０
０
年
前)

の
竪 

穴
住
居
や
火
焔
型
土
器
な
ど
の
発
掘
が
期 

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
暑
い
日
が
続
い 

て
い
ま
す
が
、
現
地
で
学
芸
員
か
ら
説
明 

を
受
け
て
見
学
を
す
る
機
会
を
設
け
ま
し 

た
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
見
学
日
時
】 

 

８
月
18
日(

月) 

午
前
９
時
３０
分 

 

見
学
予
定
時
間 

約
１
時
間
を
予
定 

 

集
合
時
間
・
場
所 

 

９
時
10
分 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

 

持
ち
物 

汚
れ
て
も
良
い
履
物
、
帽

子
、
飲
物
等(

熱
中
症
等
の
暑
さ

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。) 

 

募
集
人
員 

 

９
名(

先
着
順
で
締
切) 

参 

加 

費   

２
百
円(

当
日
徴
収) 

申
込
期
限 

8
月
7
日(

木) 

申
込
内
容 

氏
名
、
町
内
名
、
電
話
番 

号
、
希
望
乗
車
場
所
を
お
伝
え
く
だ
さ
い 

 

申 

込 

先 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

 

問 

合 

せ 

先  

℡
86-

3

0

0

2 

真人の風 
第 ７６号 (不定期) 

（令和 ７年 ７月２５日） 

(全 戸 配 布) 
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真人ふれあい交流館 ℡ 86-3002 

 

9:45 9:48 9:51 予約 9:53 9:55

10:15 10:09 10:04 10:02 9:58 9:55

源藤山入
口経由

交流館
駐車場

交流館着

交流館発
藤巻医院
発

中山集会
所手前発

(源藤山)

交流館
発

万年集会
所

上沢澤田
屋発

上沢集会
所発

栗山回転
場発

真人住民アンケート(集約版) 

 

 

8:15 8:21 8:26 8:28 8:32 8:35

8:45 ８;42 8:39 予約 8:37 8:35

片道４分
往復８分

　　　小千谷

　　　8:39発

交流館
発

源藤山入
口経由

(源藤山)
中山集会
所手前発

交流館着
藤巻医院
発

交流館
駐車場

交流館発
栗山回転
場発

上沢集会
所発

上沢澤田
屋発

万年集会
所

復 路 

路 

越後交通バス時刻表 干三バス停 
干　三　発 小千谷総合病院着

7;14 7:41
△　8:19 8:46
☆　8:39 9:06

☆　10:39 11:06

13:14 13:41

15:09 15:36

16:54 17:21
△　土日のみ運行  ☆　土日運休

往 路 
(通過) 

(通過) 

 

公
共
交
通
の
補
完
と
し
、
路

線
バ
ス
か
ら
の
遠
隔
地
へ
の
利

便
性
を
高
め
、
路
線
バ
ス
へ
の

接
続
や
通
院
等
を
考
慮
し
た
地

域
内
の
循
環
バ
ス
を
試
験
的
に

走
ら
せ
て
み
る
こ
と
と
し
て
、

隔
週
で
は
あ
り
ま
し
た
が
金
曜

日
に
運
行
す
る
こ
と
で
実
施
を

し
て
い
ま
す
。 

 

現
在
の
と
こ
ろ
設
定
し
た
条

件
で
の
利
用
は
見
込
み
な
い
状

況
で
あ
り
ま
す
が
、
利
用
便
数

を
増
や
し
た
予
約
運
行
と
し
て

も
、
必
要
な
時
の
タ
ク
シ
ー
利

用
と
同
様
で
は
経
費
も
運
営
も

成
り
立
ち
ま
せ
ん
の
で
、
今
回

の
実
証
実
験
を
踏
ま
え
、
今
後

の
公
共
交
通
に
対
す
る
補
完
運

行
に
つ
い
て
考
え
て
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

な
お
、
公
共
交
通
の
運
行
に

縛
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す

と
、
空
き
時
間
活
用
に
融
通
が

利
き
ま
す
の
で
、
利
用
に
見
合

っ
た
内
容
で
あ
り
ま
し
た
ら
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 
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【 
コ
ミ
バ
ス
利
用
状
況 

】 
 

投
票
巡
回
バ
ス
運
行 

  

７
月
２０
日
投
票
の
参
議
院
議
員
通
常
選 

挙
に
お
け
る
真
人
北
部
地
区
へ
の
コ
ミ
ュ 

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
小
千
谷
市 

選
挙
管
理
委
員
会
よ
り
依
頼
が
あ
り
、
市 

之
沢
～
北
山
集
落
を

巡
回
し
て
投
票
所(

真 

人
北
部
地
域
農
業
者

等
就
業
促
進
施
設)
に 

送
迎
す
る
二
便(

9
時

発

と

１３

時

３０

分 

発)

を
運
行
す
る
と
し 

て
予
約
を
受
け
付
け 

ま
し
た
が
利
用
が
あ 

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

コ
ミ
バ
ス
万
博
へ
!! 

  

小
千
谷
市
に
ぎ
わ
い
交
流
課
と
農
林 

課
、
総
合
産
業
会
館
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
依
頼 

に
よ
り
７
月
１１
日
か
ら
13
日
ま
で
大
阪 

で
開
催
さ
れ
て
い
る
万
博
に
合
わ
せ
た
観 

光
PR
の
た
め
万
博
来
場
者
が
数
多
く
利
用 

す
る
大
阪
駅
前
で
新
潟
県
の
催
事
の
開
催 

を
利
用
し
た
小
千
谷
観
光
物
産
フ
ェ
ア
出 

店
に
コ
ミ
バ
ス
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。 

            

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

募
集
状
況(

若
栃
地
域) 

  

小
千
谷
市
で
は
、
地
域
外
の
人
材
を
活 

用
し
、
地
域
の
活
性
化
に
必
要
な
施
策
を 

推
進
す
る
と
と
も
に
、
当
該
地
域
へ
の
定 

住
・
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、「
地
域
お
こ 

し
協
力
隊
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

若
栃
地
域
で
は
、
①
地
域
食
材(

山
菜
な 

ど)

を
生
か
し
た
宿
泊
食
事
メ
ニ
ュ
ー
の
開 

発
と
提
供 

②
伝
統
食
、
伝
統
文
化
の
継 

承
と
商
品
化
の
検
討 

③
古
民
家
民
宿 

「
お
っ
こ
の
木
」
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点 

推
進
を
活
動
内
容
と
し
、
７
月
末
を
期
限 

と
し
て
募
集
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

過
疎
地
域
の
活
性
化
に
意
欲
が
あ
り
、 

地
域
住
民
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ 

ョ
ン
を
図
れ
る
協
力
隊
の
募
集
に
期
待
さ 

れ
て
い
ま
す
。 

                    

 

道
路
・
河
川
要
望
提
出 

 
 

 

令
和
7

年
度
の
市
及
び
県
へ
の
道 

路
・
河
川
要
望
に
つ
い
て
、
５
月
２８
日
に 

提
出
が
さ
れ
、
７
月
１
日
は
県
の
小
千
谷 

維
持
管
理
事
務
所
か
ら
県
道
と
河
川
の
２ 

班
に
分
か
れ
て
現
地
確
認
が
行
わ
れ
ま
し 

た
。
ま
た
、
３
日
に
は
市
の
建
設
課
に
よ 

る
道
路
・
河
川
の
要
望
箇
所
の
現
地
確
認 

が
行
わ
れ
、
町
内
会
長
を
主
体
に
現
地
で 

の
要
望
が
さ
れ
ま
し
た
。 

                            

               

中
山
間
地
域 

懇
談
会
開
催 

 

 

７
月
１２
日(

日)

午
後
３
時
か
ら
岩
沢
住 

民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
真
人
里
地
・
岩 

沢
・
東
山
地
区
の
地
域
関
係
者
と
市
議
並 

び
に
山
口
副
市
長
、
に
ぎ
わ
い
交
流
課
職 

員
に
よ
る
意
見
交
換
会
と
懇
談
会
が
開
催 

さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
議
で
は
、
岩
沢
地
域
で
実
施
し
た
ア 

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る 

話
題
提
供
が
行
わ 

れ
、
今
後
の
地
域 

運
営
や
役
員
の
対 

応
な
ど
各
地
区
の 

状
況
を
踏
ま
え
て 

の
話
合
い
が
進
め 

ら
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
話
題
提 

供
の
あ
り
ま
し
た 

岩
沢
地
区
の
住
民 

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結 

果
と
分
析
さ
れ
た 

資
料
の
説
明
が
あ 

あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
こ
れ
ら
を
活
用
し 

た
住
民
同
士
の
話
し
合
い
に
よ
る
ア
ク
シ 

ョ
ン
に
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か 

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
お
互
い
の
地
域
づ 

く
り
に
繋
が
る
と
い
い
か
と
思
い
ま
し 

た
。 

 

南
部
地
域
教
育
懇
談
会 

  

７
月
１８
日(

金)

午
後
６
時
よ
り
プ
ラ
ザ 

片
山
を
会
場
に
南
小
中
学
校
、
総
合
支
援 

学
校
の
校
長
・
教
頭
ほ
か
教
育
関
係
者
と 

校
区
内
の
教
育
関
係
者
、
市
会
議
員
、
真 

人
、
岩
沢
、
川
井
、
塩
殿
地
域
の
代
表
者 

等
18
名
で
学
校
と
地
域
と
の
総
合
理
解
を 

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
意
見
交
換
と 

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
最
初
の
自
己
紹
介 

で
は
教
育
問
題
や
課
題
に
か
か
る
コ
メ
ン 

ト
も
添
え
て
と
の
指
示
が
あ
り
、
そ
の
後 

の
意
見
交
換
の
話
題
提
供
と
も
な
り
、
各 

学
校
の
状
況
報
告
、
保
護
者
の
役
員
選
考 

や
市
議
か
ら
の
「
小
中
学
校
の
在
り
方
検 

討
委
員
会
に
つ
い
て
」
と
「
休
日
の
中
学 

校
部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て
」
の
経
過 

資
料
の
提
示
他
、
田
中
淳
議
員
、
田
中
稔 

小
学
校
後
援
会
長(

芋
時)

、
渡
邊
勝
文(

石 

名
坂
出
身)

中
学
校
後
援
会
長
の
三
名
に
よ 

る
福
島
県
湖
南
小
・
中
学
校(

１
０
６
名) 

の
義
務
教
育
学
校
へ
の
視
察
報
告
な
ど
に 

よ
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
前
任
で
初
代 

の
小
学
校
後
援
会
長
を 

務
め
た
田
中
淳
氏
に
感 

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し 

た
。 

      

県道の路面補修 河川の護岸整備 

市道の道路拡幅 

ソフト事業に期待 

写真右 田中淳氏 
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真
人
祭
り
奉
納
煙
火 

 

８
月
15
日(

金)

夜
打
上
げ 

  

真
人
祭
り
奉
納
煙
火
協
賛
会
主
催(

会
長 

藤
巻
克
久)

で
真
人
里
地
振
興
協
議
会
後
援 

に
よ
る
、
地
域
の
安
心
・
安
全
並
び
に
発 

展
を
祈
念
し
て
子
供
達
か
ら
お
年
寄
り
ま 

で
年
代
の
差
を
超
え
て
各
層
の
皆
様
か
ら 

お
楽
し
み
頂
け
る
花
火
大
会
が
８
月
１５
日 

(

金)

夜
７
時
３０
分
打
ち
上
げ
予
定
と
し
て 

実
施
さ
れ
ま
す
。 

 

例
年
旧
真
人
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会 

場
に
会
場
準
備
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、 

今
年
は
遊
水
地
工
事
の
残
土
置
き
場
と
な 

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
準
備
に
難
儀
を
し
て 

い
ま
す
が
、
給
食
室
側
で
恒
例
の
抽
選
会 

を
予
定
し
グ
ラ
ン
ド
に
隣
接
す
る
農
道
で 

の
花
火
見
学
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
役
員 

の
指
示
に
よ
り
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。 

※
写
真
左
は
昨
年
の
奉
納
花
火 

         

 

若
栃
十
二
社
奉
納
花
火 

今
年
は
休
止
し
ま
す 

 

 

８
月
後
半
に
開
催
さ
れ
、
地
区
内
外
か 

ら
人
気
の
若
栃
十
二
社
奉
納
花
火
は
、
昨 

年
コ
ロ
ナ
前
に
近
い
内
容
で
開
催
さ
れ
ま 

し
た
が
、
今
年
は
都
合
に
よ
り
開
催
を
見 

送
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。
残
念
で
す
が 

 

次
年
度
以
降
の
復
活
に
期
待
し
ま
す
。 

                                 

 

県
道
改
良
工
事
に
着
手 

  

上
沢
地
内
の
取
安
橋
改
修
工
事
に
伴
う 

仮
橋
の
設
置
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本 

体
工
事
の
完
成
ま
で
は
期
間
を
要
し
ま
す 

が
早
期
の
完
成
を
期
待
し
ま
す
。 

                   

 

          
 

   

 

そ
ろ
そ
ろ
村
納
め
か 

  

標
題
が
ふ
さ
わ
し
く
な
か
っ
た
か
も
し 

れ
ま
せ
ん
が
、
急
速
な
人
口
減
所
が
進
み 

集
落
を
離
れ
、
通
い
農
業
の
方
も
減
少
す 

る
中
で
、
集
落
の
維
持
の
課
題
に
直
面
し 

て
い
ま
す
。 

 

芹
久
保
集
落
で
は
３
世
帯
で
構
成
し
て 

い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
高
齢
者
単
独
世 

帯
の
方
が
入
院
で
家
を
空
け
て
い
ま
す
。 

通
い
農
業
の
方
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま 

す
が
、
こ
ち
ら
も
減
少
し
て
３
人
の
方
に 

な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
中
越
大
震
災
で
壊
れ
た
神
社 

の
柱
や
彫
り
物
の
部
材
を
保
管
し
て
い
ま 

す
が
、
再
建
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
、 

歴
史
的
建
造
物
と
し
て
小
千
谷
市
に
引
取 

っ
て
頂
け
る
か
と
の
相
談
に
よ
り
、
現
地 

に
出
向
い
て
確
認 

を
し
て
い
た
だ
き 

ま
し
た
。 

 

相
談
の
結
果
、 

市
で
保
管
す
る
こ 

と
と
な
り
、
秋
に 

は
受
け
入
れ
に
運 

び
に
来
る
こ
と
と 

な
り
ま
し
た
。 

   

          

【 

古
民
家
の
維
持
管
理
は 

】 
  

芹
久
保
地
内
の
佐
藤
氏
所
有
の
古
民
家 

は
、
築
約
２
百
年
で
市
で
も
歴
史
的
建
造 

物
と
し
て
過
去
に
調
査
済
み
の
家
屋
で
す 

が
、
現
在
体
調
を
崩
し
て
い
る
こ
と
か 

ら
、
今
回
の
神
社
相
談
事
の
際
に
今
後
の 

保
存
に
つ
い
て
の
事
前
の
相
談
が
行
わ
れ 

ま
し
た
が
、
市
で
の
引
取
る
予
算
も
な
い 

こ
と
か
ら
、
町
内
の
維
持
管
理
や
空
き
家 

バ
ン
ク
の
登
録
な
ど
の
検
討
が
さ
れ
ま
し 

た
。
町
内
で
も
所
有
者
の
佐
藤
氏
の
意
向 

や
町
内
等
の
関
係
者
と
の
話
し
合
い
を
進 

め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
面
は
芹 

久
保
町
内
会
長
の
永
井
氏
が
雪
対
策
な
ど 

に
当
た
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。 

 

真
人
北
部
地
区
で
は
古
民
家
民
宿
「
お 

っ
こ
の
木
」
と
し
て
の
活
用
や
ま
る
い
ち 

さ
ん
の
移
築
で
の
店
舗
利
用
な
ど
や
過
去 

に
は
「
い
な
か
っ
ぺ
」
な
ど
が
移
築
で
活 

用
さ
れ
た
ほ
か
、
都
会
か
ら
の
別
荘
地
と 

し
て
の
利
用
が
見
ら
れ
ま
す
。 

 

地
域
の
方
の
ご
提
案
や
保
存
へ
の
ご
意 

見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
真
人
ふ
れ
あ
い
交 

流
館
の
渡
邊
ま
で
お
伝
く
だ
さ
い
。 

                

真人の風 
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【
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
に

指
定 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館

】 
 

小
千
谷
市
で
は
、
熱
中
症
に
よ
る
重
大 

な
健
康
被
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、 

暑
さ
を
し
の
ぐ
た
め
の
一
時
的
な
避
難
場 

所
と
し
て
、
市
有
施
設
１０
施
設
を
「
ク
ー 

リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー(
指
定
暑
熱
避
難
施 

設)

」
と
し
て
開
設
し
て
い
ま
す
。 

外
出
中
の
熱
中
症
予
防
や
自
宅
で
涼
し
い 

環
境
で
過
ご
す
こ
と
が
困
難
な
場
合
な
ど 

に
利
用
で
き
ま
す
。 

開
設
場
所 

真
人
ふ
れ
あ
い
交
流
館 

開
設
時
期 

９
月
３０
日
ま
で 

開
設
時
間 

午
前
８
時
３０
分
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
後
５
時
１５
分 

避
難
ス
ペ
ー
ス 

１
階
交
流
ホ
ー
ル 

開
放
日 

土
日
・
祝
日
除
く
月
～
金
曜
日 

受
入
人
数 

３０
人 

利
用
に
あ
た
っ
て
の

注
意
点 

 

避
難
ス
ペ
ー
ス
は

共
用
ス
ペ
ー
ス
の
た 

め
、
譲
り
合
っ
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
一 

般
利
用
の
お
客
様
の

利
用
状
況
に
よ
っ
て 

は
利
用
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

 

懐
か
し
の
一
枚 

 
 

始
ま
り
は
七
つ
星
楽
団 

  

干
三
の
方
か
ら
会
報
誌
を
ご
覧
い
た
だ 

き
懐
か
し
い
画
像
や
資
料
の
ご
提
供
を
受 

け
ま
し
た
。
一
部
を
ご
紹
介
し
、
資
料
に 

つ
き
ま
し
て
は 

公

民

館

真

人 

分

館

へ

引

き 

継

ぎ

ま

す

。 

 

青
年
団
の
演
芸
大
会
に
中
山
の
若
者
達 

が
何
か
を
や
ろ
う
と
、
あ
り
合
わ
せ
の
楽 

器
を
持
ち
寄
っ
て
演
奏
し
た
の
が
１
９
７ 

４
年
の
こ
と
で
、
こ
れ
が
事
の
起
こ
り
で 

こ
の
年
の
秋
か
ら
練
習
を
重
ね
、
翌
年
の 

春
の
演
芸
大
会
で
「
七
つ
星
楽
団
」
が
正 

式
に
発
足
し
た
。
横
文
字
が
流
行
っ
た
翌 

年
に
楽
団
は
「
セ
ヴ
ン
ス
タ
ー
」
に
改
名 

さ
れ
、
近
村
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に
引
っ 

張
り
だ
こ
だ
っ
た
。(

以
下
抜
粋) 

資
料
：
平
成
２０
年
９
月
１２
日 

日
本
経 

済
新
聞
に
掲
載 

バ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
滝
沢 

登
氏
記
載 

                            

【
渇
水
対
策
始
ま
る
】 

暑
い
日
が
続
き
、
農
作
物
に
も
恵
み
の 

雨
が
欲
し
く
な
り
ま
し
た
。
山
間
地
の
天 

水
田
や
用
水
の
確
保
に
難
儀
し
て
い
る
地 

域
に
は
つ
ら
い
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

 

亀
山
耕
地
組
合
も
そ
の
一
つ
で
、
県
道 

の
消
雪
パ
イ
プ
用
水
の
利
用
に
つ
い
て
、 

田
中
淳
市
議
と
藤
巻
政
一
農
業
委
員
会
会 

長
よ
り
道
路
管
理
者
の
小
千
谷
維
持
管
理 

事
務
所
を
通
じ
て
長
岡
地
域
整
備
部
へ
お 

願
い
す
る
と
と
も
に
長
岡
農
林
振
興
部
と 

の
調
整
を
進
め
、
７
月
１５
日
に
発
電
機
を 

設
置
し
て
揚
水
を
開
始
し
、
農
業
用
水
へ 

の
利
用
を
始
め
ま
し
た
。 

                   

芋
時
町
内
納
涼
祭 

  

 

今
年
４
月
の
町
内
合
併
以
降
の
初
イ
ベ 

ン
ト
は
コ
ロ
ナ
で
中
断
さ
れ
て
い
た
暑
気 

払
い
の
復
活
で
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
盆 

踊
り
の
中
止
に
よ
る
代
替
え
と
し
た
抽
選 

会
等
を
実
施
し
、
お
菓
子
の
詰
め
合
わ
せ 

つ
か
み
取
り(

子
供 

対
象)

や
、
抽
選
会 

も
盛
況
の
う
ち
に 

開
催
さ
れ
ま
し 

た
。 

 

こ
の
納
涼
祭
に 

は
町
内
の
老
若
男 

女

70

名
以
上
の 

参
加
が
あ
り
、
親 

子
連
れ
も
多
く
の 

参
加
が
見
ら
れ
ま 

し
た
。 

  

                      

【
編
集
後
記
】 

 

健
康
年
齢
延
伸
が
… 

 

「
介
護
予
防
を
進
め
、
自
立
し
た
生
活 

が
で
き
る
よ
う
に
健
康
年
齢
を
伸
ば
し
ま 

し
ょ
う
。」
と
周
知
を
し
て
き
ま
し
た
が
、 

ま
さ
か
人
が
乗
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
た 

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
新
大
医
歯
学
総
合
病
院 

ま
で
心
筋
梗
塞
で
自
分
が
搬
送
さ
れ
る
と 

は
思
っ
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
反
省
で 

す
… (

渡
邊) 

 

搬
送
さ
れ
た
時
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A1c
の 

数
値
は
11
を
超
え
て
ま
し
た
。(

正
常
値 

５.９

%
以
下 

糖
尿 

病
の
可
能
性
が
高
い 

６.５

%
～) 

ま
た
、 

血
糖
値
も

3
0

0

を 

超
え
て
ま
し
た
が
、 

昨
年
１０

月
と
今
年 

の
３
月
の
血
液
検
査 

でH
b
A

1
c

の
数
値 

が
高
く
、
か
か
り
つ 

け
の
お
医
者
か
ら
は 

怒
ら
れ
て
ま
し
た
の 

必
然
的
に
起
こ
っ
た 

事
象
で
、
甘
く
考
え 

て
い
ま
し
た
。 

医
者
の
言
う
こ
と
は 

聞
い
て
お
く
も
の
と 

身
に
沁
み
ま
し
た
。 

 

そ
ん
な
こ
と
で
罰 

が
当
た
っ
た
の
か
、 

入
院
９
日
目
の
夜
中 

に
自
宅
の
隣
接
住
宅 

の
作
業
小
屋
が
火
災 

と
な
り
、
危
う
く
帰 

る
所
が
な
く
な
る
と 

こ
ろ
で
し
た
。 

ご
心
配
を
頂
き
ま 

し
た
か
、
６
月
１６

日
よ
り
職
場
復
帰 

し
、
後
遺
症
も
見
ら 

れ
な
く
過
ご
し
て
い 

ま
す
。
皆
様
も
お
気 

を
つ
け
く
だ
さ
い
。

(

渡
邊) 

TeNYの中継車が入って朝の生番組でセヴンスターの演奏が全国に流れました。 


